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D r e a m

ぼ く の
わ た し の 夢今 月 の

表 紙

広 報 写 真 ア ル バ ム広 報 写 真 ア ル バ ム

二 次 元 コ ー ド二 次 元 コ ー ド

ト リ マ ー

に な り た い

村 田

  雪 乃

さ ん

　 菅 原 小 学 校 ２ 年 生

警 察 官

に な り た い

寺 西

  彩 浬

さ ん

　 菅 原 小 学 校 ５ 年 生

K a g a y a k u
H i t o mi

か が や く 瞳

小 学 生 の 夢 を小 学 生 の 夢 を
募 集 し て い ま す ！募 集 し て い ま す ！

申 し 込 み は
二 次 元 コ ー ド か ら ��▶

　 北 陸 学 院 扇 が 丘 幼 稚 園 は 街 中 の 住 宅 地 に 囲 ま れ た 場 所

に あ り ま す が 、 さ ま ざ ま な 種 類 の 樹 木 や 草 花 、 池 、 畑 、 田

ん ぼ な ど … 豊 か な 自 然 環 境 が 広 が っ て い ま す 。 四 季 折 々 、

自 然 の 変 化 を 五 感 で 体 感 し 、 さ ま ざ ま な 発 見 を し な が ら

じ っ く り と 遊 ぶ 子 ど も た ち 。 の び や か に 思 い っ き り 走 り

回 れ る 広 い 園 庭 は み ん な の 大 好 き な 場 所 で す 。

　 今 年 も  1 0  月 の 初 旬 に 幼 稚 園 の 園 庭 で み ん な が 楽 し み に

し て い た “ 扇 が 丘  P L A Y D A Y （ プ レ イ デ イ ） “ が 行 わ れ ま

し た 。 扇 が 丘 幼 稚 園 の プ レ イ デ イ は 、 『 友 だ ち や 家 族 と 一

緒 に 体 を 動 か す こ と を 楽 し む 日 』 と し て 、 ダ ン ス や 体 操 、

か け っ こ や 親 子 競 技 を み ん な で 楽 し み ま す 。

　 今 年 は 久 し ぶ り に 観 覧 す る 保 護 者 の 人 数 制 限 は 設 け ず

に 開 催 す る こ と が で き 、 お 父 さ ん お 母 さ ん や 兄 弟 だ け で

は な く 、 多 く の お じ い ち ゃ ん お ば あ ち ゃ ん も 参 加 し 、 と

て も に ぎ や か な 園 庭 に な り ま し た 。

　 子 ど も た ち は 普 段 と 違 う 園 庭 の 雰 囲 気 に 少 し ド キ ド キ

… 。 で も 、 楽 し み に し て い た お う ち の 人 と 一 緒 の 親 子 競 技

や 、 友 だ ち と 一 緒 に 走 る か け っ こ 、 み ん な で 踊 る ダ ン ス

で は 、 家 族 か ら の 温 か い ま な ざ し と 応 援 を 受 け て 、 力 い っ

ぱ い 走 っ て 、 の び の び と 体 を 動 か し て 踊 っ て 、 た く さ ん

の う れ し い 笑 顔 が 溢 れ ま し た 。

　 ば ら 組 （ 年 長 組 ） の 子 ど も 達 は 幼 稚 園 最 後 の プ レ イ デ イ 。

「 幼 稚 園 の み ん な が 楽 し い プ レ イ デ イ に し た い ！ 」 と 、 競

技 以 外 に 自 分 た ち が で き る こ と を み ん な で 考 え 、 各 競 技 の

道 具 な ど の 準 備 や 片 づ け を 年 長 組 で 頑 張 る こ と に 決 め ま

し た 。 仲 間 と 声 を か け 合 い 、 力 を 合 わ せ て 、 主 体 的 に 取 り

組 む 姿 は 、 秋 晴 れ の 青 空 の 下 、 い き い き と 輝 い て い ま し た 。

北 陸 学 院 扇 が 丘 幼 稚 園

だ い す き な お 庭 で

　 今 月 の 表 紙 は 、「I K E R U �N O N OI C HI 2 0 2 3 」

ペ ア リ ン グ イ ベ ン ト で の 一 幕 。

イ ベ ン ト の 冒 頭 、 バ イ オ リ ニ ス ト の 坂 口 昌

優 さ ん が １ 曲 披 露 し ま し た 。 日 が 沈 み 、 暗

く な っ た 喜 多 家 住 宅 の 中 で 、 ま る で 光 を

放 っ て い る か の よ う に 輝 く 菜 の 花 の 屏 風 。

柔 ら か な バ イ オ リ ン の 音 色 と と も に 、 参 加

者 を 温 か く 迎 え 入 れ て い る よ う で し た 。
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広 告 欄

T o pi c s
ト ピ ッ ク ス

　 野 々 市 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1　 野 々 市 公 民 館 　 ☎  2 4 8  －  0 5 2 1

い ろ ん な カ タ チ の 公 民 館 事 業 ～  2 0 2 3  ～

み ん な の ア ー ト 展 第 １ 期 （ 第  1 0  回 市 美 術 展 ） 受 賞 者 　 ※ 敬 称 略

▶� 一 般 の 部 【 市 長 賞 】 西 村 加 苗 （ 洋 画 ） 【 市 議 会 議 長 賞 】 広 川 昌 弘 （ 工 芸 ） 【 市 教 育

委 員 会 教 育 長 賞 】 杉 森 心 相 （ 洋 画 ） 【 市 文 化 協 会 長 賞 】 山 本 陽 子 （ 書 ） 【 市 美 術 文

化 協 会 長 賞 】 脇 本 康 史 （ 写 真 ） 【 北 國 新 聞 社 長 賞 】 橋 他 美 子 （ 日 本 画 ） 【 野 々 市 ラ

イ オ ン ズ ク ラ ブ 会 長 賞 】 中 田 孝 憲 （ 洋 画 ） 【 野 々 市 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会 長 賞 】 白

井 裕 美 子 （ 書 ） 【 北 國 新 聞 社 奨 励 賞 】 島 村 外 美 栄 （ 日 本 画 ） 、 堀 江 幸 子 （ 洋 画 ） 、

大 田 翔 子 （ 洋 画 ） 、 山 田 ま ゆ み （ 書 ） 、 北 洋 一 （ 写 真 ） 、 西 坂 望 （ 工 芸 ） 【 佳 作 】 窪

昌 直 （ 洋 画 ） 、 丸 村 金 次 （ 書 ） 、 吉 村 恵 子 （ 写 真 ） 、 山 本 綱 克 （ 工 芸 ）

▶� 協 会 員 の 部 【 市 美 術 文 化 協 会 員 奨 励 賞 】 奥 谷 恵 美 子 （ 日 本 画 ） 、 村 上 洋 支 （ 洋 画 ） 、

岩 敦 子 （ 書 ） 、 福 岡 成 之 （ 写 真 ） 、 田 多 野 和 彦 （ 工 芸 ）

▶� ジ ュ ニ ア の 部 【 金 賞 】 石 月 稜 久 、 寺 井 ま ど か 、 金 谷 吟 、 市 川 慶 【 銀 賞 】 吉 田 明 加 、

西 村 紅 春 、 竹 原 香 帆 、 近 藤 由 良 、 織 田 晶 、 川 端 希 依 、 川 本 紗 希 、 深 江 文 【 銅 賞 】

吉 田 一 晴 、 疋 田 紫 乃 、 浅 川 瑞 華 、 山 田 琉 聖 、 寺 下 芭 那 、 齊 藤 美 月 、 濱 田 徠 心 、 小

林 芽 奈

▶� パ ラ ア ー ト の 部 【 優 秀 賞 】 松 井 尊 、 尾 崎 漣 哉 、 コ ペ ル プ ラ ス 野 々 市 教 室 、 キ ッ ズ

ル ー ム キ ャ ロ ッ ト 、 セ ル プ は く さ ん 、 鹿 野 木 実 、 り つ と 、 す ま い る プ ラ ス の の い

ち 教 室 、 藤 田 俊 彦 、 宮 川 莉 奈 、 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー の の い ち

�※ 氏 名 は 、 出 品 票 の 表 記 に 基 づ い た も の で す

大 作 「 メ イ シ ー の お う ち 」 の 前大 作 「 メ イ シ ー の お う ち 」 の 前

で の オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー 。で の オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー 。

多 彩 な ア ー ト 作 品 が 会 場 内 に多 彩 な ア ー ト 作 品 が 会 場 内 に

所 狭 し と 並 び ま し た 。所 狭 し と 並 び ま し た 。

　 ６ 月 の 「 日 帰 り 視 察 研 修 」 は 台 風 の 影 響 で 急 遽 ル ー ト 変 更 と な り 、 参 加

者 の 皆 さ ん が そ の 場 で 行 き 先 を 決 め る ミ ス テ リ ー ツ ア ー と な り ま し た 。 富

山 市 ガ ラ ス 美 術 館 で は 色 鮮 や か な 作 品 の 数 々 に 魅 了 さ れ ま し た 。 静 け さ の

中 に し と し と と 雨 の 音 が 響 く 勝 興 寺 も 趣 が あ り 、 普 段 と は 違 っ た 雰 囲 気 を

味 わ う こ と が で き ま し た 。 夏 休 み の 「 パ テ ィ シ エ に な っ て み よ う ！ 」 で は

子 ど も た ち が 帽 子 を か ぶ り シ ェ フ に な り き っ て 、 低 学 年 は ゼ リ ー と ク ッ

キ ー 、 高 学 年 は デ コ レ ー シ ョ ン ケ ー キ を エ ク ラ タ ン の 髙 村 シ ェ フ か ら 教 わ

り ま し た 。 子 ど も た ち が チ ョ コ レ ー ト プ レ ー ト に 込 め る 家 族 へ の メ ッ セ ー

ジ を 悩 み 、 照 れ な が ら 描 い て い る 姿 が 印 象 的 で 、 生 ク リ ー ム の デ コ レ ー シ ョ

ン も 個 々 の オ リ ジ ナ リ テ ィ ー に 溢 れ て い ま し た 。 来 年 も い ろ ん な カ タ チ で

の 公 民 館 事 業 を 予 定 し て い ま す 。 皆 さ ん の 参 加 を 待 っ て い ま す !

　 1 0  月  1 4  日 ㈯ か ら  1 1  月  2 6  日 ㈰ ま で  4 4  日 間 に わ た り 開 催 さ れ た 「 い し か わ 百 万 石 文 化 祭  2 0 2 3 」 。 市 内 で も

「 み ん な の ア ー ト 展 第 １ 期 」 を 皮 切 り に ス タ ー ト し ま し た 。 1 9 1  点 の 力 作 が 会 場 の 「 学 び の 杜 の の い ち �カ レ ー ド 」

に 展 示 さ れ 、 来 場 者 は 多 種 多 様 な 芸 術 作 品 に 浸 り ま し た 。 初 日 に は 、 明 和 特 別 支 援 学 校 の 児 童 生 徒 と 市 美 術 文

化 協 会 の 荒 木 副 会 長 が 制 作 し た 大 作 の 前 で 「 市 オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー 」 が 挙 行 さ れ ま し た 。 期 間 中 、 他 に も

た く さ ん の イ ベ ン ト が 開 催 さ れ ま し た 。 2 8  ～  2 9  ペ ー ジ に た っ ぷ り 掲 載 し て い ま す の で 、 ぜ ひ 見 て く だ さ い 。

み ん な の ア ー ト 展み ん な の ア ー ト 展

～ 創 る ・ 描 く ・ 想 う ～ 第 １ 期～ 創 る ・ 描 く ・ 想 う ～ 第 １ 期


